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に食事をとることが可能
ではないでしょうか。見
えるかどうかで食事の摂
取量も変わってくるので、
これは非常に重要なこと
なのです。

竹﨑氏●車いすでの移動時
に邪魔になりそうなもの
はなるべく整理すること。
特にこの方は思い通りに
いかないとパニックを起
こしてしまうということ
なので注意が必要です。
　可能であればシューズ
をはいていただければ、
じゅうたん部分での駆動
効率をあげることができ、
足こぎをしやすくなりま
す。また、車いすのクッ
ションは前後を置き間違
えると、体圧分散効果が
期待できなくなりますか
ら、福祉用具サービス計
画書の留意点でしっかり説明しなければなりま
せん。

　　外出時に通るスロープ部分はリスクが高いの
で、初めて通所リハに出かける際には、ケアマ
ネジャーにも声をかけて、移動のポイント等を
確認する必要があります。ご家族が同席するこ
とは難しいようですが、後から何らかの形で、

「このようにして、安全に出かけることができた」
という内容を伝えれば、リスク情報の共有化を
図ることができます。

内藤氏●退院後、自宅での生活に慣れるまで、転
倒の危険性が高いので、もう少し訪問介護を増
やしてはどうでしょうか。

　　食事の見守りは、利き手に麻痺が
あるため時間がかかること、服薬確
認もすることを考えると、１時間の訪
問介護ですべてできるのか、疑問で
すね。

　　また、トイレから車いすに移乗され
るとき、廊下側に手すりがありません。
車いすを引きよせて体重をあずけるとしたら、
転倒のリスクが大きいと思います。トイレを使
う時に、自分でドアを閉めることができないた
め、お孫さんたちがいらっしゃるときなど、気
持ちの問題、においなどの問題から家族関係
が悪くならないかということも気になります。

　　趣味が庭いじりだということですから、縁側
までの段差を解消できれば、１人の時でも負担
なく庭を見に行くことができ、楽しめるのでは
ないでしょうか。

　みなさんの発表では、どの職種の方も気がかり
となるリスクは、ほぼ共通していますね。移動、
移乗、食事、排泄、外出時の動作などについての
リスクをあげてくださいました。ところがその解
決方法は専門分野によって違ってくる。介助の仕
方であったり、福祉用具の使い方についての提案
であったり。それ以外のところでは、それぞれの
専門分野ならではの、具体的な動作について、ご
本人のお気持ちについて、ご家族のお気持ちにつ
いてなどの気づきがありました。
　今日の発言の中で、訪問介護員の方から「お孫
さんの気持ち」について発言がありました。そう
いうところを見落とさないようにしなければならな
いでしょう。もし、ご利用者やご家族により近い、
ヘルパーやケアマネジャーがお孫さんの気持ちに
気づくことができたら、ぜひ福祉用具専門相談員
や理学療法士に伝えていただきたい。そういった
職種間の連携が、ご利用者、ご家族の気持ちに沿っ
たサービスへつながります。
　ご利用者やご家族の気持ちに沿ったサービスを
提供し、リスクを軽減するには、ご利用者の生活
でもっとも近くにある福祉用具や住宅改修が果た
す役割が大きいです。ご利用者に合った福祉用具
サービス計画を立て、モニタリングを効果的に行っ
ていくためには、福祉用具専門相談員だけではな
い、さまざまな職種との意見交換、情報の共有が
不可欠であるということも、本日のディスカッショ
ンでわかりました。それがあってこそ安全な福祉

用具の利用を実現できる
のではないでしょうか。

◇パネラー◇

竹﨑 修一　氏
（たけざき しゅういち）
福祉用具専門相談員

◇パネラー◇

内藤 恵子　氏
（ないとう けいこ）

訪問介護員

加島氏による総括
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　4 月 19 日と 21 日には、ワークショップとして
公開事例検討会を行った。
　実際の事例について、事例提供者から提出され
たご利用者の基本情報、ケアプラン、住宅図面を
もとに作成してきた福祉用具サービス計画を、３
名の発表者が説明するという構成。実際にアセス
メントを行うわけではないので、細部については
各自で想像するしかない部分も出てくるが、両日
とも３人３様の選定機種、理由が披露された。講
師からの指摘に窮する部分もあれば、逆に講師が
感心してしまうという展開もあり、「もう少し詳し
く聞きたい」と思わせる 1 時間 30 分となった。

　「福祉用具サービス計画
の書き方について、猶予
期間の来年 3 月 31日まで
1 年間かけて、いろいろ試
していきたい」と語るのは、
金沢氏（4/19 講師）。ど
のように書けばご利用者
やご家族に、またケアマネ
ジャーにもわかってもらえ
るか。試行錯誤の段階だ
という。
　「既に決まっていること

で、一番重要なポイントは“ご利用者に交付する”
ということです。ケアマネジャーではない。ご利
用者にわかる文章で書かなければいけない」（金沢
氏）。福祉用具サービス計画書には選定品と選定
理由を書くわけだが、選定理由をご利用者に示し、
選定した理由を説明し、ご利用者に押印してもら
えなければならない。
　「理解し押印してもらうために、本当にこの言葉
や表現でいいのか、これで本当にご利用者はわか
るのか、そこがポイントです」（金沢氏）。

　市川氏（4/21 講師）が
強調するのは、「なぜその
福祉用具を選んだのか、理
由を明確にする」というこ
とだ。どのような動作をす
る必要があり、どんな理由
でその機種を選定したの
か。選定理由が明確に記載
されていないと、ご利用者
が分からない、納得しづら
い。それらを理解する助け

になるような、また後で見返した時にもよくわか
り、「ああ、ここに気をつけてと言われたんだった」
と気づいてもらえるような書面でなければならな
いのだ。

　金沢氏が指摘する「読みやすさ」は実に具体的。
①専門用語、準専門用語をなるべく使わない
　知らない言葉、聞き慣れない言葉は、わからな
いだけでなく、「読みたくない」と思われてしまい
かねない。専門職同士であれば日常会話に出てく
る単語でも、ご利用者にはどうだろう。
　初めて車いすを選ぶ人に「全幅」、「前座高」、「低
座面」、「足こぎ」、「フットサポート」と言って、ど
の部分の何を指しているのか分かるだろうか。「体
圧分散」、「自走」、「２WAY タイプ」、「耐荷重」な
ども言い換えたほうがよい言葉。「家に帰って、中
学生や小学生のこども、あるいは奥さんに読んで
もらって理解できるか？と考えてみるとわかりやす
い」（金沢氏）。
　言い換えの例としては、「低座面』→「座る部分
が低いもの」、「フットサポート」→「足をのせると
ころ」などが考えられる。もちろん、すべての名称
などを言い換えるというわけにはいかないが、専門
用語をなるべく少なくすることが大切。
②留意点には優先順位を
　留意点については、プロならば、番号をつけて
優先順位がわかるようにすべき。ただ並べるので
はなく、どこがどれだけ重要なのか、よりわかる
ように。ヘルパーや、訪問リハビリの人が見て「ほ
ら、ここが危ないから気をつけてくださいって」と
繰り返し注意喚起してくれる可能性がある。計画

ふくせんワークショップ　福祉用具サービス計画書・モニタリ
ングシートを活用した公開事例検討会
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◇ 4/19 講師◇

金沢 善智　氏
（かなざわ よしのり）

株式会社ニチモ 代表取
締役社長

内容もさることながら
見やすさ・読みやすさが重要

◇ 4/21 講師◇

市川 洌　氏
（いちかわ きよし）

福祉技術研究所株式会社代表

会場に入りきれず、入り
口の外から聴講する人も。
会場内にも後部壁際で椅
子なしで資料を手に聴講
する姿も目立った（写真
は 4/19 の様子）　
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書にはそういった効果も期待できる。優先順位が
高い順に書くことがリスクマネジメントにもなる。
③文字の大きさは 12 ポイント
　ふくせん様式は Excel の文書としてダウンロー
ドできるが、他の様式を使っている場合でもパソ
コンで入力していることが多いだろう。その場合、
文字の大きさは最小で 10.5 ポイント。12 ポイン
トくらいが推奨である。すると、選定理由の欄で
あれば、２行か多くて３行。あまり長文になって
も読みづらいので簡潔に表現する努力も必要に
なってくる。どうしても文字数がオーバーする場
合には欄自体を広げるという方法も検討すべきで
はないだろうか。
③文章はなるべくやわらかい表現で
　簡潔にまとめるのはいいが、きつい表現になっ
たり、押しつけがましくなったりしないよう気を配
りたいところだ。たとえば目標であれば、「～でき
ます」、「～にします」と言い切るよりも「～でき
るようにしましょう」のほうがよいだろう。
④体現止めは基本的に NG
　短くまとめようとすると多くなりがちなのが体
現止め。「～を選定。」、「～に調整。」など悪い表現
ではないが、上記③を考えると「～を選定します。」

「～に調整します。」としたほうが読み手は受けと
めやすい。

依頼・相談していただいたご利用者にお見せ
するものだという意識を常に持つ

　福祉用具サービス計画を作成し、適切なサービ
ス提供のカギとなるのが「モニタリング」の実施
である。
　「モニタリングの期間についての義務づけはあり
ませんが、定期的に行うことによって、身体状況
に変化があった時には、いち早く見直しを検討で
きます。また、不満や不安なお気持ちを確認でき、
安全・安心な使用にもつながります」（市川氏）。

ふくせん出展ブースの模様

本会のブースでは、リニューアルした「ふ
くせん版『福祉用具サービス計画書』・『モ
ニタリングシート』」のパンフレット配布
および記載例の展示等を行った。

福祉用具サービス計画書、モニ
タリングシート記載例のパネル
やパンフレットを見て、積極的に、
質問・説明を求める来場者も

左から、事例提供者、発表者３名、講師（写真上は 4/19、
写真下は 4/20）　

さらに重要な役割に…
定期的継続的な「モニタリング」
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